
　図書館には図書、雑誌、新聞、視聴覚資料､インターネットといった

　たくさんの情報のとびらがあります。

　そのとびらを開いて、時事的な話題を複合的な視点から紹介します。

書　名 著　者 出版者 出版年 請求記号

安藤仁介 東信堂 2004 329.3-110

久保田有香 国際書院 2002 319.9-190

川端清隆 岩波書店 1997 319.8-511

千野境子 新潮社 1994 319.9-178

臼井久和 有信堂高文社 2004 319.9-195

国際連合広報センター 講談社 1986 319.9-88

上杉勇司 明石書店 2004 319.8-669

クルト・ワルトハイム 講談社 1986 319.9-86

香西茂 東信堂 2002 329.3-106A

明石康 岩波書店 2006 319.9-209

国際連合広報局 世界の動き社 2005 329.33-5D

田所昌幸 有斐閣 1996 319.9-179

国連日本人職員有志の会 世界の動き社 1994 329.33-4A

馬橋憲男 有信堂高文社 1999 319.9-184

最上敏樹 岩波書店 2005 319.9-199

横田洋三 国際書院 2000 319.8-564

マラック・グールディング 東信堂 2005 319.9-204

アレックス・モリソン 文化書房博文社 2001 319.8-601国連平和活動と日本の役割

国連とアメリカ　（岩波新書　新赤版937）

国際連合 （岩波新書　新赤版1052）

国連職員への道　増補版

国連とNGO

国連財政

国際連合の基礎知識　改訂第７版

国連による平和と安全の維持

国連の平和外交

国  際  連 合
今､世界が抱える問題は数多くあり､国家間の紛争や貧困・環境問題、難民問題、人権問題など深刻化し

明石康　国連に生きる

ＰＫＯ時代

わりを中心に、2007年潘基文新事務総長が就任した国際連合についての情報をまとめました｡

な関連行事が開催され､現在インターネット等で報告されています。常任理事国入りをめざす日本との関

21世紀の国連における日本の役割

ています｡その解決に当たっては国家単独だけでは不可能であり､国際連合への期待はますます大きくな

激動の中の国連外交

っています｡戦後復興が始まって間もない1956年日本は国際連合に加盟し、1933年の国際連盟脱退か

ら23年ぶりに国際社会への復帰を果たしました。2006年は加盟50周年の年で､記念式典をはじめ様々

国際機構条約・資料集　第２版

新しい国連

変わりゆく国連PKOと紛争解決

回想・日本と国連の三十年

21世紀の国際機構：課題と展望

ホームページ 



日本国際連合協会 日本国際連合協会 1993 329.33-3

書　名 著　者 出版者 出版年 請求記号

アラン・プレ 東京書籍 1993 329.33-2-1･2

日本国際連合学会 国際書院 2005 319.9-201

吉岡吉典 新日本出版社 2000 319.8-576

広島市立大学広島平和研究所 有信堂高文社 2003 319-419

国際連合広報局 中央大学出版部 1997 329.33-6

塩崎弘明 吉川弘文館 2005 319.9-205

雑  誌  名 巻  号 請求記号

世界週報 4276号［2007.1.2/9］ Z305-50

外交フォーラム 222号［2007.1］ Z319-222

人口と開発 95号［2006.10］ Z302-84

外交フォーラム 205号［2005.8］ Z319-222

日本の科学者 295号［1992.8］ Z061-17

新聞名 掲載日 頁

日本経済新聞 07.02.17     p9

東京読売新聞 07.02.07     p6

朝日新聞 07.01.30     p33

東京読売新聞 07.01.27     p7

日本経済新聞 07.01.14     p21

朝日新聞 06.12.18 　　p3

毎日新聞 06.12.18 　　p2

東京読売新聞 　　p1

タイトル 制作 出版年 請求記号

東京シネ･ビデオ 1992 T673

国連要語事典

コマンテール国際連合憲章　上・下

（ニュースがわからん！）

‐国連の潘事務総長ってどんな人？‐

国際連合、明石康著

‐「歩く国連史」が描いた等身大の姿（この一冊）‐

市民社会と国連　（国連研究第６号）

資料集２０世紀の戦争と平和

創立５０周年記念国連年鑑特別号

国連加盟50年　（上・中・下）

国連開発計画の支援見直し

‐対北事業の透明性重視　加盟国の厳しい視線も‐

国連：日本加盟から50年

記   事   名

‐就任1ヶ月「軍縮局」改編で途上国反発‐

‐国連安全保障理事会の常任理事国‐

‐米国重視／常任理実現せず「国連中心」内実問われ‐

‐まずは「準常任」をめざせ‐

‐日本が描く国連新時代ｰ他

‐65億人の世界と人口減少社会・日本‐

特集／世界平和と国際連合

(社説）国連加盟50年　

特集　キーワード（世界を語る）

潘・国連総長、早くも試練

国連加盟50周年記念「世界人口デー」特
別シンポジウム

‐国連は平和の守り手となれるか‐

特集／戦後日本外交60年の歴史

‐国連加盟から安保理常任理事国へ‐

人道危機と国際介入

特集／日本の国連外交50年

‐尊敬され、注目され、存在感ある日本に‐他

特集／国連加盟50周年

記   事   名

日本と国際連合（日本歴史叢書　新装版）

国際連合のはたらき

06.12.1
6～
17.19‐「受け身」脱却、積極活用へ‐　-重要性増す常任理入り-　-金は出しても人は出せず-



http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jp_un/un_jp50.html

http://www.unaj.or.jp/

書　名 著　者 出版者 出版年 請求記号

東京読売新聞 07.01.07     p35

日本国際連合協会

対米開戦、喜ぶ松岡外相

‐2日後、蘇峰へ書簡　通説は「悔やみ泣く」‐

１９４７年に設立した民間団体のＨＰ

外務省　日本の国際連合加盟50周年

http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/jp_un/un_jp50.html
http://www.unaj.or.jp/

